
国際大学留学生 お国自慢コーナー ～boast of my country～
シリーズ

第84回
タジキスタン共和国 　ナモゾフ アスリディン さん

私の国はこんなところ
　タジキスタンは、中央アジアの山地にある内陸
国です。首都はドゥシャンベ（月曜日という意
味）にあり、公用語はタジク語で、第二言語はロ
シア語です。
　日本と同様に四季がある国で、多種多様な民族
が暮らしています。タジキスタン人は世界でも親
切な性格で知られており、私たちの国を好んで訪

れる観光客もいます。ドゥシャンベのシンボルは、フリーダムスクエアに建
立された「イスモイル・ソモニ」の記念碑で、高さは25ｍ以上です。

南魚沼市に住んで感じたこと
　私は、日本の美しく近代的な風景が大好きです。平成29年に初めてタジ
キスタンの公式代表団として訪問しました。その後、平成30年に公共経
営・政策分析プログラムの学生として国際大学に入学しました。
　日本到着後、いくつかの地域を訪問し、最後に新潟県を訪れ、浦佐に到着
した時、その自然と美しさに大変驚きました。地域の人たちは私たち学生に
とても親切で、家族のように感じます。私は、日本でみそラーメンがとても
大好きになりました。

公用語 タジク語
首　都 ドゥシャンベ
面　積 143,100㎢� （92位）�
人　口 9,300,000人

GDP（PPP） 260億ドル� （131位）
通　貨 ソモニ（TJS）�
※�GDPは国内総生産のことで、購買力平価
説（PPP）により算出した数値です

タジキスタン共和国
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。
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、
ス
キ
ー
場
の
私
の
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に
泊
ま
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込
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で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
親
友
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、

学
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あ
る
日
は
決
ま
っ
て
、
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も

１
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。
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野
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」
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知
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友
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仲
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た
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生
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介
す
る
と
若

い
先
生
た
ち
も
加
わ
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友
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れ
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。

　
現
在
、
市
も
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
住

み
や
す
い
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

程
遠
い
。「
社
会
は
変
わ
る
、
い
つ
か
当

た
り
前
の
世
の
中
に
」
と
、
が
ん
ば
る
旧

友
に
「
市
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
頼
む
よ
」

と
言
う
と
「
い
い
よ
」
と
、
あ
の
こ
ろ
と

変
わ
ら
ぬ
明
る
さ
で
快
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し
て
く
れ
た
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じ
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と
な
い
故
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け
れ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
の
中
、

感
染
防
止
策
を
施
し
て
開
か
れ
た
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
社
会
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祉
法
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南
魚
沼
福
祉
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主
催
で
、
障
が
い
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が

移
動
す
る
際
の
障
壁
と
そ
の
解
消
法
を
理

解
し
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
生
か
そ

う
と
い
う
も
の
。
講
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は
、
同
級
生
の
佐

藤
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と
し
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で
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。
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、
彼
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国
際
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定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
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Ｄデ
ィ
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Ｐピ
ー

Ｉア
イ
（
障
が
い
者
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
）
日
本
会
議
の
事
務
局
長
で
、
内
閣

府
や
国
土
交
通
省
の
政
策
委
員
な
ど
も
務

め
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。
つ
い
最
近
の

ニ
ュ
ー
ス
で
も
、
赤
羽
国
土
交
通
大
臣
と

彼
が
並
ん
で
新
幹
線
の
車
両
改
善
の
実
現

に
つ
い
て
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　
出
会
い
は
高
校
時
代
。
こ
ん
な
男
が
い

る
の
か
と
、
驚
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
階
段
は
束
ね
た
足
の
フ
ッ
ク
を
手
す

り
に
く
く
り
付
け
、
腕
だ
け
で
上
り
下
り
。

人
の
助
力
を
爽
や
か
に
断
る
。
力
自
慢
の

私
も
腕
相
撲
で
は
１
度
も
勝
て
ず
。
マ
ラ

ソ
ン
大
会
に
も
出
場
す
る
、
し
か
も
速

か
っ
た
。
登
下
校
は
、
自
宅
〔
四
十
日
〕

か
ら
毎
日
車
い
す
で
。
と
に
か
く
明
る
い

人
気
者
。
何
よ
り
凛り

ん

と
し
て
い
ま
し
た
。
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